
毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

（
号
外
二
）

目

次

（

印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

号 外 2

平成 16 年

3 月31日（水曜日）

一

（

印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

規
　
　
則

香
川
県
港
湾
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
　
　
　
　
　
（
港
　
湾
　
課
）

一

香
川
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則

（
都
市
計
画
課
）

六

香
川
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
　
　
　
　
（

〃
　
　
）

告
　
　
示

香
川
県
工
事
請
負
契
約
約
款
の
一
部
を
改
正
す
る
約
款
　
　
　
　
　
　
　
（
土
木
監
理
課
）

二
二

平
成
十
二
年
香
川
県
告
示
第
三
百
四
十
九
号
（
香
川
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
規
定
に
よ
る

区
間
及
び
地
域
の
指
定
等
）
の
一
部
改
正
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
都
市
計
画
課
）

香
川
県
港
湾
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
三
十
八
号

香
川
県
港
湾
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
港
湾
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
香
川
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
香
川
県
港
湾
管
理
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
香
川
県
条
例
第
九
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
」

を
「
条
例
」
に
、
「
第
一
号
様
式
」
を
「
第
二
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
を
第
一
条
の
三
と
し
、
同
条
の

前
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
香
川
県
港
湾
管
理
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
香
川
県
条
例
第
九
号
。
以
下
「
条
例
」

と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
行
為
の
許
可
申
請
）

第
一
条
の
二
　
条
例
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
港
湾
施
設
に
お
い
て
行
為
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す

る
者
は
、
第
一
号
様
式
に
よ
る
港
湾
施
設
行
為
許
可
申
請
書
を
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
条
中
「
第
二
号
様
式
」
を
「
第
一
号
様
式
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
に
第
二
条
第
三
号
に
掲
げ
る
書
類
そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類
を
添
え
て
知
事
」

を
「
を
知
事
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
見
出
し
中
「
申
請
」
を
「
申
請
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
二
号
様
式
」
を

「
第
一
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３
　
条
例
第
八
条
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
、
船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
、
船
舶

職
員
及
び
小
型
船
舶
操
縦
者
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
又
は
海
洋
汚
染
及
び
海
上

災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
に
基
づ
く
航
行
の
停
止
又
は

技
術
基
準
の
適
合
の
命
令
を
受
け
、
当
該
命
令
に
基
づ
く
改
善
措
置
を
行
つ
て
い
な
い
船
舶
に
係
る

許
可
の
申
請
で
あ
る
場
合

二
　
条
例
に
基
づ
く
許
可
に
関
し
、
許
可
条
件
違
反
が
あ
つ
た
者
で
、
正
当
な
理
由
な
く
違
反
状
態
を

解
消
し
て
い
な
い
も
の
か
ら
の
許
可
の
申
請
で
あ
る
場
合

三
　
条
例
第
六
条
、
第
十
四
条
、
第
十
四
条
の
二
又
は
第
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
命
令
を
受
け
た
者
で
、
正
当
な
理
由
な
く
当
該
命
令
に
基
づ
く
措
置
を
行
つ
て
い
な
い
も
の
か

ら
の
許
可
の
申
請
で
あ
る
場
合

四
　
条
例
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
占
用
料
又
は
使
用
料
を
正
当
な
理
由
な
く
納
付
し
て
い
な
い
者
か
ら

の
許
可
の
申
請
で
あ
る
場
合

五
　
条
例
の
規
定
に
よ
り
過
料
に
処
せ
ら
れ
た
者
で
、
正
当
な
理
由
な
く
過
料
に
係
る
債
務
を
履
行
し

て
い
な
い
も
の
か
ら
の
許
可
の
申
請
で
あ
る
場
合

第
八
条
の
四
中
「
別
表
第
一
号
の
表
九
の
項
及
び
別
表
第
二
号
の
表
七
の
項
」
を
「
別
表
第
一
号
の
表

八
の
項
及
び
第
二
号
の
表
六
の
項
」
に
改
め
る
。

規

則



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

（
号
外
二
）

二

第
九
条
の
表
中
一
の
項
及
び
二
の
項
を
削
り
、
三
の
項
を
一
の
項
と
し
、
四
の
項
を
二
の
項
と
し
、
五

の
項
を
三
の
項
と
す
る
。

第
十
条
第
二
項
中
「
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
事
務
の
委
託
を
受
け
た
」
を
「
第
九
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
使
用
料
の
徴
収
を
行
う
」
に
、
「
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
県
に
納
入
す
る
も
の
と
す

る
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
事
務
の
委
託
を
受
け
た
」
を
「
第
九
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
使
用
料
の
徴
収
を
行
う
」
に
、
「
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
報
告
す
る
も
の
と
す
る
」

に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
十
二
条
の
見
出
し
中
「
経
由
」
を
「
提
出
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
知
事
に
」
を
削
り
、
「
副

本
」
を
「
写
し
」
に
、
「
を
経
由
し
な
け
れ
ば
」
を
「
に
提
出
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
を
削
る
。

第
一
号
様
式
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
二
号
様
式
と
し
、

同
様
式
の
前
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

第
１
条
関
係
　
　
　
第
１
条
の
３
関
係



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

（
号
外
二
）

三

港湾施設（行為・占用・使用）許可申請書�

（日本工業規格Ａ列４番）�第１号様式（第１条の２、第２条、第８条関係）�

年　　月　　日�

　香川県知事　　　　　殿�

場　　　　　　　　　 所�

目　　　　　　　　　 的�

数　　　　　　　　　 量�

期　　　　　　　　　 間�

工　　 事　　 期　　 間�

工　　 事　　 方　　 法�

工　作　物　の　構　造�

備　　　　　　　　　 考�

添　　 付　　 書　　 類�

年　　月　　日から　　　年　　月　　日まで�

（行為許可の場合　　時から　　時まで）�

注１　該当しない字句は、抹消してください。�

　２　「添付書類」の欄は、該当するものの数字を○で囲んでください。�

　３　氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。�

申請者　住　所�

　　　　氏　名�

　法人にあつては、主たる事務所の�
　所在地、名称及び代表者の氏名�

印�

年　　月　　日から　　　年　　月　　日まで�

１　計画説明書　　　　２　位置図　　　　３　縦断面図�
４　横断面図　　　　　５　平面図　　　　６　丈量図�
７　構造図等　　　　　８　利害関係人の同意書�
９　その他�

　次のとおり港湾施設における（行為・占用・使用）の許可を受けたいので、香川県港湾管理条例�

施行規則（第１条の２・第２条・第８条第１項）の規定により関係書類を添えて申請します。�



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

（
号
外
二
）

四

第
二
号
様
式
の
二
注
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

「

第
三
号
様
式
中
「

」
及
び

を
削
り
、
同
様
式
注
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

」

第
七
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３
　
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

関
係
書
類
を
添
え
て
　
　
　
　
　
添

付
書

類
　
１
　
平
面
図
　
２
　
丈
量

図
　
３
　
そ
の
他

注
　
氏
名
の
記
載
を
自
署
で
行
う
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

（
号
外
二
）

五

港湾施設使用料徴収報告書（　　月分）�

（日本工業規格Ａ列４番）�第７号様式（第１１条関係）�

金　　　　　　　　　　円也�

ｔ�
隻�

使 用 料 区 分� 数　　　　量� 金　　　　額� 備　　　　　　　考�

桟　 橋　 入　 場　 料�

係　　　　船　　　　料�

物　揚　場　使　用　料�

停　　　　泊　　　　料�

野　積　場　使　用　料�

荷 役 機 械 使 用 料�

合　　　　　　　計�

台�

�

�

ｔ�

�

時間　　分�

円�

�

円�

円�

�

円�

円�

円�
円�

円�
円�

香川県港湾管理条例施行規則第11条の規定により、上記のとおり報告します。�

�

�

　　　　　　　　年　　月　　日�

�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市町長　　　　　　　　　�

�

�

�

香川県知事　　　　　殿�

印�



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

（
号
外
二
）

六

第
八
号
様
式
を
削
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
八
条
の
四
の
改
正
規
定
、
第

九
条
の
改
正
規
定
、
第
十
一
条
の
改
正
規
定
（
同
条
第
二
項
を
削
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
七
号
様
式

の
改
正
規
定
及
び
第
八
号
様
式
を
削
る
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
同
年
五
月
一
日
か

ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
改
正
前
の
第
二
号
様
式
及
び
第
三
号
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
修
正
し
て
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

３
　
改
正
前
の
第
七
号
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
修
正
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

香
川
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
三
十
九
号

香
川
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則

香
川
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
五
年
香
川
県
条
例
第
四
十
三
号
）
附
則

第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
期
日
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
と
す
る
。

香
川
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
規
則
第
四
十
号

香
川
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
屋
外
広
告
物
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
香
川
県
規
則
第
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
蛍
光
塗
料
」
を
「
蛍
光
、
発
光
又
は
反
射
を
伴
う
塗
料
又
は
材
料
」
に
改
め
、
同

条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３
　
条
例
第
五
条
第
三
項
の
許
可
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
広
告
表
示
面
積
が
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

二
　
蛍
光
、
発
光
又
は
反
射
を
伴
う
塗
料
又
は
材
料
を
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
。

三
　
広
告
を
表
示
し
な
い
面
及
び
脚
部
で
展
望
可
能
の
部
分
は
、
塗
装
そ
の
他
の
装
飾
を
し
て
い
る
こ

と
。

四
　
ネ
オ
ン
管
を
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
。

五
　
照
明
装
置
が
あ
る
場
合
は
、
照
明
が
点
滅
し
な
い
こ
と
。

六
　
回
転
灯
を
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
。

七
　
前
各
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
美
観
風
致
を
特
に
損
な
わ
ず
、
か
つ
、
公
衆
に
対
し
危
害
を
及

ぼ
さ
な
い
こ
と
。

第
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４
　
前
項
の
規
定
は
、
条
例
第
五
条
第
三
項
の
許
可
に
係
る
条
例
第
九
条
第
一
項
の
許
可
に
つ
い
て
準
用

す
る
。

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
許
可
の
基
準
）

第
三
条
　
条
例
第
四
条
の
許
可
の
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
一
般
基
準

イ
　
蛍
光
、
発
光
又
は
反
射
を
伴
う
塗
料
又
は
材
料
を
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
。

ロ
　
広
告
を
表
示
し
な
い
面
及
び
脚
部
で
展
望
可
能
の
部
分
は
、
塗
装
そ
の
他
の
装
飾
を
し
て
い
る

こ
と
。

二
　
個
別
基
準

イ
　
野
立
広
告

条
例
第
四
条
の
区
間
を
定
め
て
知
事
の
指
定
す
る
道
路
及
び
鉄
道
（
以
下
「
指
定
区
間
」
と
い

う
。
）
並
び
に
指
定
区
間
の
う
ち
知
事
が
市
街
地
と
し
て
別
に
定
め
る
区
間
（
以
下
「
市
街
地
区

間
」
と
い
う
。
）
か
ら
展
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
に
お
い
て
設
置
す
る
広
告
物
又
は
広
告
物

を
掲
出
す
る
物
件
の
位
置
及
び
規
模
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。
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七

指
定
区
間
の
う
ち
市
街
地
区
間
以
外
の
区
間

及
び
　
に
掲
　
　
　
自
然
景
観
を
保
　
　
　
高
速
自
動
車
国

げ
る
道
路
以
外
の
　
　
全
す
る
必
要
が
あ
　
　
道
等
で
知
事
が
別

道
路
及
び
鉄
道
　
　
　
る
地
域
を
通
過
す
　
　
に
定
め
る
道
路

区
　
　
　
　
分

る
道
路
で
区
間
を

定
め
て
知
事
が
別

に
定
め
る
も
の

道
路
又
は
鉄
道
の
路
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
メ
ー
ト
ル
以
上
　
百
メ
ー
ト
ル
以
上

肩
か
ら
の
距
離

広
告
表
示
面
　
合
計
三
十
平
方
メ
ー
　
合
計
三
十
平
方
メ
ー
　
合
計
三
十
平
方
メ
ー

積
　
　
　
　
　
ト
ル
以
下
　
　
　
　
　
ト
ル
以
下
　
　
　
　
　
ト
ル
以
下

一
面
の
広
告
　
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
　
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
　
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

表
示
面
積
　
　
以
下
　
　
　
　
　
　
　
以
下
　
　
　
　
　
　
　
以
下

高
さ
　
　
　
　
十
メ
ー
ト
ル
以
下
　
　
五
メ
ー
ト
ル
以
下
　
　
十
メ
ー
ト
ル
以
下

広
告
表
示
部
　
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
　
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
　
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル

分
の
立
面
の
　
以
下
　
　
　
　
　
　
　
以
下
　
　
　
　
　
　
　
以
下

最
大
断
面
積

高
さ
　
　
　
　
十
メ
ー
ト
ル
以
下
　
　
十
メ
ー
ト
ル
以
下
　
　
十
メ
ー
ト
ル
以
下

指
定
区
間
の
う
ち
市
街
地
区
間に

掲
げ
る
道
路
以
外
の
　
　
　
高
速
自
動
車
国
道
等
で
知
事

区
　
　
　
　
分

道
路
及
び
鉄
道
　
　
　
　
　
　
　
が
別
に
定
め
る
道
路

道
路
又
は
鉄
道
の
路
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
十
メ
ー
ト
ル
以
上

肩
か
ら
の
距
離

広
告
表
示
面
　
合
計
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
　
合
計
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

積

一
面
の
広
告
　
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
　
　
　
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

表
示
面
積

高
さ
　
　
　
　
十
メ
ー
ト
ル
以
下
　
　
　
　
　
　
十
メ
ー
ト
ル
以
下

広
告
表
示
部
　
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
　
　
　
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

広
告
　
分
の
立
面
の

塔
　
　
最
大
断
面
積

高
さ
　
　
　
　
十
メ
ー
ト
ル
以
下
　
　
　
　
　
　
十
メ
ー
ト
ル
以
下

ロ
　
建
築
物
、
工
作
物
等
を
利
用
す
る
広
告
物
又
は
広
告
物
を
掲
出
す
る
物
件

屋
上
広
告

地
上
か
ら
当
該
広
告
物
の
上
端
ま
で
の
高
さ
が
五
十
一
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、

広
告
物
自
体
の
高
さ
が
当
該
広
告
物
を
設
置
す
る
建
築
物
の
高
さ
と
同
等
以
下
で
あ
る
こ
と
。

当
該
広
告
物
を
設
置
す
る
建
築
物
の
壁
面
の
垂
直
面
を
超
え
て
、
外
側
に
突
き
出
て
い
な

い
こ
と
。

壁
面
広
告

屋
根
面
、
壁
面
、
塀
そ
の
他
の
工
作
物
の
一
面
に
つ
き
、
直
接
塗
装
す
る
場
合
は
一
件
、
広

告
板
の
場
合
は
は
り
紙
及
び
は
り
札
と
合
わ
せ
て
二
件
以
内
で
あ
る
こ
と
。

突
出
し
広
告

道
路
面
か
ら
当
該
広
告
物
の
下
端
ま
で
の
高
さ
が
、
歩
道
上
に
あ
つ
て
は
二
・
五
メ
ー
ト
ル

以
上
、
歩
車
道
の
区
別
の
な
い
道
路
及
び
車
道
上
に
あ
つ
て
は
四
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、

か
つ
、
道
路
上
へ
の
出
幅
が
路
肩
か
ら
〇
・
六
メ
ー
ト
ル
以
下
（
歩
道
上
へ
突
き
出
す
場
合
で

特
に
や
む
を
得
な
い
と
き
は
、
一
メ
ー
ト
ル
以
下
）
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
ア
ー
チ
の
広
告
物
又
は
広
告
物
を
掲
出
す
る
物
件

広
告
表
示
面
積
が
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

道
路
を
横
断
す
る
場
合
は
、
道
路
面
か
ら
当
該
広
告
物
の
下
端
ま
で
の
高
さ
が
四
・
五
メ
ー

ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
電
柱
又
は
電
灯
柱
を
利
用
す
る
広
告
物
又
は
広
告
物
を
掲
出
す
る
物
件

広
告
物
を
表
示
し
、
又
は
広
告
物
を
掲
出
す
る
物
件
を
設
置
す
る
電
柱
又
は
電
灯
柱
は
、
道

広
告

板

広
告

塔 広
告

板
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八

路
の
交
差
す
る
角
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
以
上
（
信
号
機
の
あ
る
箇
所
は
、
二
十
メ
ー
ト
ル
以
上
）

離
れ
て
い
る
こ
と
。

直
接
塗
装
す
る
も
の
又
は
巻
付
け
に
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す

る
こ
と
。

道
路
面
か
ら
当
該
広
告
物
の
下
端
ま
で
の
高
さ
が
一
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

縦
の
長
さ
が
一
・
八
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

添
加
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

道
路
面
か
ら
当
該
広
告
物
の
下
端
ま
で
の
高
さ
が
三
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

歩
車
道
の
区
別
の
あ
る
道
路
上
に
あ
つ
て
は
道
路
と
平
行
に
又
は
歩
道
側
へ
、
歩
車
道
の

区
別
の
な
い
道
路
上
に
あ
つ
て
は
道
路
と
平
行
に
又
は
道
路
の
外
側
へ
向
か
つ
て
添
加
す
る

こ
と
。

縦
の
長
さ
が
一
・
二
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
出
幅
が
〇
・
六
メ
ー
ト
ル
以
下
で

あ
る
こ
と
。

電
柱
又
は
電
灯
柱
一
本
に
つ
き
、
直
接
塗
装
す
る
も
の
又
は
巻
付
け
に
す
る
も
の
一
件
以
内

及
び
添
加
す
る
も
の
一
件
以
内
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
消
火
栓
標
識
柱
を
利
用
す
る
広
告
物
又
は
広
告
物
を
掲
出
す
る
物
件

広
告
物
の
大
き
さ
が
、
縦
〇
・
四
メ
ー
ト
ル
以
下
、
横
〇
・
八
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

道
路
面
か
ら
当
該
広
告
物
の
下
端
ま
で
の
高
さ
が
、
歩
道
上
に
あ
つ
て
は
二
・
五
メ
ー
ト
ル

以
上
、
歩
車
道
の
区
別
の
な
い
道
路
及
び
車
道
上
に
あ
つ
て
は
四
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る

こ
と
。

消
火
栓
標
識
と
同
一
の
方
向
に
添
加
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

広
告
物
は
、
消
火
栓
標
識
柱
一
本
に
つ
き
一
件
で
あ
る
こ
と
。

へ
　
立
看
板

広
告
表
示
面
積
が
二
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
、
脚
部
の
高
さ
が
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る

こ
と
。

表
示
の
期
間
が
六
十
日
以
内
で
あ
る
こ
と
。

ト
　
広
告
幕

横
断
幕

長
さ
が
十
五
メ
ー
ト
ル
以
下
、
幅
が
一
・
三
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

地
上
か
ら
当
該
広
告
物
の
下
端
ま
で
の
高
さ
が
、
歩
車
道
の
区
別
の
な
い
道
路
及
び
車
道

上
に
あ
つ
て
は
四
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
、
歩
道
上
及
び
そ
の
他
の
場
所
に
あ
つ
て
は
三
・
五

メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

懸
垂
幕

長
さ
が
十
五
メ
ー
ト
ル
以
下
、
幅
が
一
・
三
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

建
築
物
、
工
作
物
等
に
固
定
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

チ
　
の
ぼ
り
旗

広
告
表
示
面
積
が
六
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

表
示
の
期
間
が
六
十
日
以
内
で
あ
る
こ
と
。

リ
　
は
り
紙

広
告
表
示
面
積
が
一
枚
に
つ
き
一
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

容
易
に
除
却
で
き
る
よ
う
な
方
法
で
表
示
し
、
全
面
に
の
り
付
け
し
な
い
こ
と
。

屋
根
面
、
壁
面
、
塀
そ
の
他
の
工
作
物
に
表
示
す
る
場
合
は
、
広
告
板
及
び
は
り
札
と
合
わ

せ
て
一
面
に
つ
き
二
件
以
内
で
あ
る
こ
と
。

表
示
の
期
間
が
六
十
日
以
内
で
あ
る
こ
と
。

ヌ
　
は
り
札

広
告
表
示
面
積
が
一
枚
に
つ
き
〇
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。

屋
根
面
、
壁
面
、
塀
そ
の
他
の
工
作
物
に
表
示
す
る
場
合
は
、
広
告
板
及
び
は
り
紙
と
合
わ

せ
て
一
面
に
つ
き
二
件
以
内
で
あ
る
こ
と
。

表
示
の
期
間
が
六
十
日
以
内
で
あ
る
こ
と
。

三
　
そ
の
他
の
基
準

広
告
物
又
は
広
告
物
を
掲
出
す
る
物
件
の
う
ち
前
号
ロ
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

次
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
こ
と
。

イ
　
ネ
オ
ン
管
を
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
。

ロ
　
照
明
装
置
が
あ
る
場
合
は
、
照
明
が
点
滅
し
な
い
こ
と
。

ハ
　
回
転
灯
を
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
。

２
　
次
に
掲
げ
る
野
立
広
告
で
、
広
告
表
示
面
積
が
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
高
さ
が
五
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九

メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
項
第
二
号
イ
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

一
　
道
標
、
案
内
図
板
そ
の
他
公
共
的
目
的
を
も
つ
た
も
の

二
　
当
該
野
立
広
告
の
設
置
の
場
所
と
同
一
又
は
隣
接
の
市
町
の
区
域
に
所
在
す
る
近
隣
の
店
舗
、
工

場
、
事
業
所
等
の
案
内
誘
導
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
当
該
店
舗
、
工
場
、
事
業
所
等
が
主
要
な
道

路
に
面
し
て
い
な
い
こ
と
等
に
よ
り
そ
の
設
置
が
特
に
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

３
　
前
二
項
の
規
定
は
、
条
例
第
四
条
の
許
可
に
係
る
条
例
第
九
条
第
一
項
の
許
可
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
申
請
又
は
届
出
）

第
六
条
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
申
請
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
申
請
書
の
正
本
一
通
及
び
写
し

一
通
に
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
、
当
該
広
告
物
又
は
広
告
物
を
掲
出
す
る
物
件
の
所
在
地

を
所
管
す
る
土
木
事
務
所
又
は
香
川
県
小
豆
総
合
事
務
所
の
長
（
以
下
「
所
長
」
と
い
う
。
）
に
提
出

し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
条
例
第
四
条
又
は
第
五
条
第
三
項
の
許
可
の
申
請
　
屋
外
広
告
物
許
可
申
請
書
（
第
一
号
様
式
）

二
　
条
例
第
九
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請
　
屋
外
広
告
物
改
造
許
可
申
請
書
（
第
二
号
様
式
）

２
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
届
出
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
届
出
書
を
所
長
に
提
出
し
て
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
条
例
第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
　
屋
外
広
告
物
除
却
届
出
書
（
第
三
号
様
式
）

二
　
条
例
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
　
屋
外
広
告
物
管
理
者
届
出
書
（
第
四
号
様
式
）

三
　
条
例
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
　
屋
外
広
告
物
設
置
者
変
更
届
出
書
（
第
四
号
様
式
）

又
は
屋
外
広
告
物
管
理
者
変
更
届
出
書
（
第
四
号
様
式
）

四
　
条
例
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
　
屋
外
広
告
物
設
置
者
氏
名
等
変
更
届
出
書
（
第
四

号
様
式
）
又
は
屋
外
広
告
物
管
理
者
氏
名
等
変
更
届
出
書
（
第
四
号
様
式
）

五
　
条
例
第
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
　
屋
外
広
告
物
滅
失
届
出
書
（
第
三
号
様
式
）

３
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
届
出
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
届
出
書
を
知
事
に
提
出
し
て
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
条
例
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
　
屋
外
広
告
業
届
出
書
（
第
四
号
様
式
の
二
）

二
　
条
例
第
十
七
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
　
屋
外
広
告
業
届
出
事
項
変
更
届
出
書
（
第

四
号
様
式
の
三
）

三
　
条
例
第
十
七
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
　
屋
外
広
告
業
廃
止
届
出
書
（
第
四
号
様
式

の
三
）

第
七
条
第
一
項
中
「
知
事
又
は
」
を
削
り
、
「
屋
外
広
告
物
許
可
申
請
書
の
副
本
」
を
「
許
可
証
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
屋
外
広
告
業
届
を
」
を
「
届
出
を
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
届
出
事
項
変

更
届
」
を
「
届
出
」
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
か
ら
第
四
号
様
式
の
三
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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平
成
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三
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三
十
一
日

（
号
外
二
）

一
〇

屋 外 広 告 物 許 可 申 請 書�

香　川　県　証　紙　欄�

（消印してはならない。）�

（表面）�
（日本工業規格Ａ列４番）�第１号様式（第６条関係）�

年　　月　　日�
　香川県　　　　事務所長　殿�

　香川県屋外広告物条例　第４条　　　　の許可を受けたいので、次のとおり申請します。�

　　　　　　　　　　　　
第５条第３項�

印�

申請者　住　所�

　　　　氏　名�

　　　　　法人にあつては、主たる事務所の�

　　　　　所在地、名称及び代表者の氏名�

　　　　電話番号（　　　）　　　－�

注　１　不要の文字は、横線で消してください。�

　　２　□については、該当するものに「　」を記入してください。�

　　３　※印の欄は、記入しないでください。�

　　４　壁面広告、はり紙又ははり札の場合は、既に表示されている広告物の種類及び数量を裏面の�

　　　参考事項の欄に記入してください。�

　　５　氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。�

広 告 物 の 種 類 �

表 示 内 容 �

表示又は設置の場所�

区 分 �

表示面積�

□地上から上端まで�
□路面から上端まで�

許 可 番 号 �
許 可 年 月 日 �
許 可 期 間 �
許 可 の 条 件 �

第　　　　　号�
年　　月　　日�

　　　年　　月　　日から　　　　　　年　　月　　日まで�

表示又は設置の期間�
着 工 予 定 年 月 日 �
そ の 他 �

　　　　年　　月　　日から　　　　　年　　月　　日まで�
　　　　年　　月　　日　完了予定年月日　　　　年　　月　　日�
裏面のとおり�

一 面 �
合 計 �

□道路　　□鉄道� □市街地区間　　　□市街地区間以外�
指定路線の�
名称　　　�
野立広告の�
場合　　　�

名 称 �

後退距離制限� 路肩からの距離�有　・　無�

□許可�
　地域�

□禁止�
　区域�

地
域
区
分�

高
さ�

※
許
可
通
知
欄�

数　　量� 個（枚）�

郡
市
　　　　　　　

町　　　　　　番地�

��

��□地上から下端まで� ��
��□路面から下端まで� ��
��縦　　　�×横　　　�×　　　面（枚）�
��

上記の申請は、次のとおり許可します。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長�
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）
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一

住所又は所在地�

住所又は所在地�

電 話 番 号 �

氏名又は名称及び�
代表者の氏名�

電 話 番 号 �

法令名及び�
根拠条項�

参 考 事 項 �

添 付 書 類 �

氏名又は名称及び�
代表者の氏名�

屋外広告業届出済�
証の年月日及び届�
出番号　　　　　�

道路法、建築基準法そ
の他の法令の規定によ
る許可、届出等　　　�

（裏面）�

管
理
者�

工
事
施
工
者�

　　　　　　　年　　月　　日　　　　　第　　　　号�

許可、届出等の年月日及び番号�

　　　　　年　　月　　日　　　　　第　　　　号�

　　　　　年　　月　　日　　　　　第　　　　号�

　　　　　年　　月　　日　　　　　第　　　　号�

１　形状、寸法、材料、構造等に関する仕様書及び図面�

２　建築物、工作物等との位置関係を明らかにした図面�

３　表示し又は設置する場所及び周囲の道路、鉄道等の位置関係を明�

　らかにした図面�

４　表示し又は設置する場所が他人の所有又は管理に属するときは、�

　承諾書又は使用許可書の写し�

５　その他知事が必要と認める書類�



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
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（
号
外
二
）

一
二

屋外広告物改造許可申請書�

香　川　県　証　紙　欄�

（消印してはならない。）�

（表面）�
（日本工業規格Ａ列４番）�第２号様式（第６条関係）�

年　　月　　日�
　香川県　　　　事務所長　殿�

　香川県屋外広告物条例第９条第１項の許可を受けたいので、次のとおり申請します。�

印�

申請者　住　所�

　　　　氏　名�

　　　　　法人にあつては、主たる事務所の�

　　　　　所在地、名称及び代表者の氏名�

　　　　電話番号（　　　）　　　－�

注　１　不要の文字は、横線で消してください。�

　　２　※印の欄は、記入しないでください。�

　　３　氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。�

許 可 番 号 �
許 可 年 月 日 �
許 可 期 間 �
許 可 の 条 件 �

前回許可
事項　　�

変更事項�

第　　　　　号�
年　　月　　日�

　　　年　　月　　日から　　　　　　年　　月　　日まで�

表示又は設置の期間�
着 工 予 定 年 月 日 �
そ の 他 �

　　　　年　　月　　日から　　　　　年　　月　　日まで�
　　　　年　　月　　日　完了予定年月日　　　　年　　月　　日�
裏面のとおり�

許可年月日� 許可番号� 　　　　　　第　　　　号�　　　年　　月　　日�

　　　年　　月　　日から　　　　　　年　　月　　日まで　　�許 可 期 間 �

変 更 前 �

変 更 後 �

変 更 理 由 �

広告物の種類�

表 示 内 容 �

表示又は設置�
の場所�

※
許
可
通
知
欄�

数　　量� 個（枚）�

上記の申請は、次のとおり許可します。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所長�

郡
市
　　　　　　　

町　　　　　　番地�
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十
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（
号
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二
）
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三

住所又は所在地�

住所又は所在地�

電 話 番 号 �

氏名又は名称及び�
代表者の氏名�

電 話 番 号 �

法令名及び�
根拠条項�

参 考 事 項 �

添 付 書 類 �

氏名又は名称及び�
代表者の氏名�

屋外広告業届出済�
証の年月日及び届�
出番号　　　　　�

道路法、建築基準法そ
の他の法令の規定によ
る許可、届出等　　　�

（裏面）�

管
理
者�

工
事
施
工
者�

　　　　　　　年　　月　　日　　　　　第　　　　号�

許可、届出等の年月日及び番号�

　　　　　年　　月　　日　　　　　第　　　　号�

　　　　　年　　月　　日　　　　　第　　　　号�

　　　　　年　　月　　日　　　　　第　　　　号�

１　改造に係る形状、寸法、材料、構造等に関する仕様書及び図面�

２　建築物、工作物等との位置関係を明らかにした図面�

３　表示し又は設置する場所及び周囲の道路、鉄道等の位置関係を明�

　らかにした図面�

４　表示し又は設置する場所が他人の所有又は管理に属するときは、�

　承諾書又は使用許可書の写し�

５　その他知事が必要と認める書類�



香
　
　
川
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（
号
外
二
）

一
四

屋外広告物除却（滅失）届出書�

（日本工業規格Ａ列４番）�第３号様式（第６条関係）�

年　　月　　日�

　香川県　　　　事務所長　殿�

届出者　住　所�

　　　　氏　名�

　　　　　法人にあつては、主たる事務所の�

　　　　　所在地、名称及び代表者の氏名�

　　　　電話番号（　　　）　　　－�

　香川県屋外広告物条例　第１２条第２項　の規定により、次のとおり届け出ます。�

　　　　　　　　　　　　
第１６条第４項�

許可事項�

□滅失届�

□除却届�除 却 年 月 日�

滅 失 年 月 日�

許 可 年 月 日�

広告物の種類�

表　示　内　容�

表示又は設置の�

場所　　　　　�

年　　月　　日� 第　　　　号�

個（枚）�

許可番号�

数　　量�

市�
　　　　　　　　町　　　　　　番地�
郡�

年　　月　　日�

年　　月　　日�

注　１　不要の文字は、横線で消してください。�

　　２　□については、該当するものに「　」を記入してください。�
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　　　　　　　　　設置者変更・管理者変更�
屋外広告物管理者　・設置者氏名等変更・管　届出書�
　　　　　　　　　理者氏名等変更�

（日本工業規格Ａ列４番）�第４号様式（第６条関係）�

年　　月　　日�
　香川県　　　　事務所長　殿�

　　　　　　　　　　　　　　　第１項　�
　香川県屋外広告物条例第16条　第２項　の規定により、次のとおり届け出ます。�
　　　　　　　　　　　　　　　第３項�

許可事項�

□管理者�
　届�

許 可 年 月 日�

広告物の種類�

表　示　内　容�

表示又は設置の�
場所　　　　　�

年　　月　　日�

個（枚）�

許可番号�

数　　量�

市�　　　　　　　　　町　　　　　　番地�郡�

年　　月　　日�

注　１　不要の文字は、横線で消してください。�

　　２　□については、該当するものに「　」を記入してください。�

　　３　氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。�

届出者　住　所�

　　　　氏　名�

　　　　　法人にあつては、主たる事務所の�

　　　　　所在地、名称及び代表者の氏名�

　　　　電話番号（　　　）　　　－�

印�

□設置者�
　変更届�
�
□設置者�
　氏名等�
　変更届�
�
□管理者�
　変更届�
�
□管理者�
　氏名等�
　変更届�

住所又は所在地�

氏名又は名称及�
び代表者の氏名�

電　話　番　号�

住所又は所在地�

氏名又は名称及�
び代表者の氏名�

変更後の設置者�
又は管理者の電�
話番号　　　　�

変　　 更　　 事　　 項�

変　 更　 年　 月　 日�

変　　 更　　 理　　 由�

第　　　　号�

�

変　更　前� 変　更　後�
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第４号様式の２（第６条関係）� （日本工業規格Ａ列４番）�

屋　外　広　告　業　届　出　書�

年　　月　　日�

　　香川県知事　　　　　　　殿�

　屋外広告業を営みたいので、香川県屋外広告物条例第１７条第１項の規定により、次のとおり届け出�
ます。�

届出者　住　所�
　　　　氏　名�
　　　　　法人にあつては、主たる事務所の�
　　　　　所在地、名称及び代表者の氏名�
　　　　電話番号（　　　）　　　－　�

印�

営　業　所�

営業の種目�

※届出番号�

名　　　称� 所　　在　　地� 電話番号� 講習会修了者等の氏名�

注　１　講習会修了者等の資格を証明する書類を添付してください。�

　　２　営業の種目は、主たる営業の種目の番号を◎印で、従たる営業の種目の番号を○印でそれぞれ�

　　　囲んで示してください。�

　　３　※印の欄は、記入しないでください。�

　　４　氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。�

１　広告板　　　　　　２　プラスチックサイン　　　３　ネオンサイン�

４　展示装飾　　　　　５　塗　装　　　　　　　　　６　広告代理業�

７　店舗施工業　　　　８　テント加工業　　　　　　９　交通広告�

１０　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）�
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第４号様式の３（第６条関係）� （日本工業規格Ａ列４番）�

屋外広告業届出事項変更（廃止）届出書�

年　　月　　日�

　　香川県知事　　　　　　　殿�

香川県屋外広告物条例第１７条第２項　第１号　の規定により、次のとおり届け出ます。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　 

第２号�

届出者　住　所�
　　　　氏　名�
　　　　　法人にあつては、主たる事務所の�
　　　　　所在地、名称及び代表者の氏名�
　　　　電話番号（　　　）　　　－　�

印�

届出番号�
�
変更事項� 変　更　前� 変　更　後� 変更年月日� 変更の理由�

□変更届�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
□廃止届� 廃止年月日� 年　　月　　日�

注　１　不要の文字は、横線で消してください。�

　　２　□については、該当するものに「　」を記入してください。�

　　３　次に掲げる書類を添付してください。�

　　　イ　屋外広告業を営む者の氏名若しくは名称若しくは住所又は法人にあつては、その代表者の氏�

　　　　名を変更した場合は、屋外広告業届出済証�

　　　ロ　営業所に置く講習会修了者等を変更した場合は、その資格を証明する書類�

　　　ハ　屋外広告業を廃止した場合は、屋外広告業届出済証�

　　４　氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。�
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「

「

第
五
号
様
式
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

」

」

第
六
号
様
式
の
二
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

第
八
号
様
式
及
び
第
九
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

香
　
　
　
第
　
　
　
　
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
　
　
　
号

屋
外
広
告
業
届
を
　
　
　
屋
外
広
告
業
の
届
出
を
　
　
　
　
証
明
す
る

証
し
ま
す
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屋外広告物講習会受講申込書�

香　川　県　証　紙　欄�

（消印してはならない。）�

（日本工業規格Ａ列４番）�第８号様式（第１１条関係）�

※受付番号�

年　　月　　日　�

　香川県知事　　　　　　　殿�

　香川県屋外広告物条例第１８条に規定する講習会を受講したいので、申し込みます。�

申込者　住　　所�

　　　（ふりがな）�
　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　�

�

　　　　生年月日　　　　　　年　　月　　日�

�

　　　　電話番号（　　　）　　　－�

屋外広告物の施工に関す�

る事項の受講の免除決定�

年月日及び番号�

年　　月　　日�

�

第　　　　　号�

注　※印の欄は、記入しないでください。�
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屋外広告物講習会の講習要目の一部免除申請書�

（日本工業規格Ａ列４番）�第９号様式（第１２条関係）�

※受付番号�

年　　月　　日�

　香川県知事　　　　　　　殿�

　香川県屋外広告物条例施行規則第１２条第３項の規定により、講習要目の受講の免除を申請します。�

注　１　屋外広告物の施工に関する事項の受講免除の事由は、該当番号を○印で囲んで示すととも�

　　　に、該当する者であることを証明する書類を添付してください。�

　　２　※印の欄は、記入しないでください。�

　　３　氏名の記載を自署で行う場合は、押印を省略することができます。�

屋外広告物の施工に関�

する事項の受講免除の�

事由　　　　　　　　�

１　建築士の資格を有すること。�

２　電気工事士の資格を有すること。�

３　第一種電気主任技術者免状、第二種電気主任技術者免状又は第三

種電気主任技術者免状の交付を受けていること。�

４　職業訓練指導員免許を受けていること。�

５　法定職業訓練を修了したこと。�

申請者　住　　所�

�
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二
一

第
十
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式
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。
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香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

（
号
外
二
）

二
二

第
十
二
号
様
式
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

附
　
則

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
第
三
条
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
さ
れ
る
香
川
県
屋
外
広
告
物
条
例
（

昭
和
四
十
年
香
川
県
条
例
第
十
八
号
）
第
四
条
又
は
第
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
申
請
に
つ
い
て
適

用
し
、
同
日
前
に
さ
れ
た
同
条
例
第
四
条
又
は
第
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
申
請
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

●
香
川
県
告
示
第
二
百
十
八
号

香
川
県
工
事
請
負
契
約
約
款
の
一
部
を
改
正
す
る
約
款
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

香
川
県
工
事
請
負
契
約
約
款
の
一
部
を
改
正
す
る
約
款

香
川
県
工
事
請
負
契
約
約
款
（
平
成
九
年
香
川
県
告
示
第
二
百
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
七
条
の
見
出
し
中
「
の
通
知
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２
　
乙
は
、
工
事
を
下
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
て
施
工
す
る
と
き
は
、
香
川
県
内
に
本
店
を
有
す
る
者
の

う
ち
か
ら
優
先
的
に
下
請
負
人
を
選
定
し
て
契
約
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
条
第
一
項
第
二
号
中
「
受
け
た
者
」
の
下
に
「
で
あ
っ
て
同
項
の
登
録
を
受
け
た
講
習
を
受
講
し

た
も
の
」
を
加
え
る
。

第
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
工
事
材
料
の
選
択
）

第
十
三
条
の
二
　
乙
は
、
工
事
材
料
の
使
用
に
当
た
っ
て
は
、
香
川
県
内
（
香
川
県
内
に
本
店
を
有
す
る

者
の
香
川
県
外
の
事
業
場
を
含
む
。
）
に
お
い
て
産
出
し
、
生
産
さ
れ
、
製
造
さ
れ
、
又
は
加
工
さ
れ

た
工
事
材
料
（
こ
れ
が
な
い
場
合
又
は
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
あ
っ
て
は
、
香
川
県

内
に
本
店
を
有
す
る
者
が
販
売
す
る
も
の
）
を
優
先
的
に
選
択
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則

１
　
こ
の
約
款
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
第
七
条
及
び
第
十
三
条
の
二
の
規
定
は
、
こ
の
約
款
の
施
行
の
日
以
後
に
締
結
し
た
契
約

に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
締
結
し
た
契
約
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

●
香
川
県
告
示
第
二
百
十
九
号

平
成
十
二
年
香
川
県
告
示
第
三
百
四
十
九
号
（
香
川
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
規
定
に
よ
る
区
間
及
び
地

域
の
指
定
等
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

香
川
県
知
事
　
　
真
　
　
鍋
　
　
武
　
　
紀

「
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
」
を
「
第
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
規
定
」
に
、
「
同
号
の
表
」
を

「
同
号
イ
の
表
」
に
改
め
る
。

一
中
「
第
三
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
」
に
改
め
る
。

一
　
の
表
２
の
項
中
「
大
川
郡
引
田
町
」
及
び
「
大
川
郡
大
内
町
」
を
「
東
か
が
わ
市
」
に
、
「
大
川

「

綾
歌
郡
綾
歌

町仲
多
度
郡
満

郡
白
鳥
町
と
の
境
」
を
「
県
道
三
本
松
港
線
と
の
交
点
」
に
改
め
、
同
表
４
の
項
中

濃
町

仲
多
度
郡
琴

平
町

町
道
馬
指
原
　
綾
歌
町
役
場

「

線
と
の
交
点
　
前
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
多
度
郡
満
　
県
道
満
濃
善
　
四
国
旅
客
鉄

県
道
満
濃
善
　
国
道
三
百
十
　
　
　
　
　
濃
町
　
　
　
　
通
寺
線
と
の
　
道
株
式
会
社

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同

通
寺
線
と
の
　
九
号
と
の
交
　
　
　
　
　
仲
多
度
郡
琴
　
交
点
　
　
　
　
土
讃
本
線
と

交
点
　
　
　
　
点
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
交
点

」

」

表
５
の
項
中
「
及
び
同
郡
香
南
町
内
県
道
円
座
香
南
線
と
の
交
点
に
至
る
区
間
」
を
削
り
、
「
県
道
川
東

高
松
線
」
を
「
県
道
三
木
綾
南
線
」
に
、
「
県
道
三
木
綾
南
線
」
を
「
県
道
川
東
高
松
線
」
に
改
め
、
同

表
６
の
項
中
「
善
通
寺
市
金
蔵
寺
町
」
を
「
丸
亀
市
原
田
町
」
に
改
め
、
「
丸
亀
市
原
田
町
内
国
道
十
一

認
定
す
る
　
　
　
認
定
し
ま
す

告

示



香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

（
号
外
二
）

二
三

「

「

号
と
の
交
点
か
ら
」
を
削
り
、

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
「
四
国
旅
客
鉄
道

」

」

株
式
会
社
土
讃
本
線
」
を
「
国
道
三
十
二
号
」
に
改
め
、
同
表
１１
の
項
中
「
黒
渕
新
橋
」
の
下
に
「
及
び

県
道
観
音
寺
港
観
音
寺
停
車
場
線
と
の
交
点
」
を
加
え
、
同
表
１２
の
項
中
「
大
川
郡
大
内
町
」
を
「
東
か

が
わ
市
」
に
改
め
、
同
表
１３
の
項
及
び
１４
の
項
中
「
県
道
高
松
丸
亀
線
」
を
「
県
道
高
松
善
通
寺
線
」
に

「

三
豊
郡
仁
尾
　
仁

改
め
、
同
表
１５
の
項
中
「
県
道
高
松
丸
亀
線
」
を
「
県
道
高
松
善
通
寺
線
」
に
、

町

「

仲
多
度
郡
多
　
大
字
東
白
方
　
大
字
東
白
方

度
津
町
　
　
　
内
町
道
一
号
　
内
町
道
二
百

尾
小
学
校
　
新
開
橋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
線
と
の
交
点
　
八
十
一
号
線

を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
表

西
側
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
の
交
点

」

三
豊
郡
仁
尾
　
仁
尾
小
学
校
　
新
開
橋

町
　
　
　
　
　
西
側

」

１７
の
項
中
「
県
道
土
庄
神
懸
線
」
を
「
県
道
土
庄
内
海
線
」
に
、
「
同
郡
内
海
町
神
懸
通
内
県
道
寒
霞
渓

公
園
線
」
を
「
同
町
馬
越
内
県
道
土
庄
神
懸
線
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

１７
の
２
　
県
道
土
庄
　
小
豆
郡
土
庄
町
馬
越
内
県

神
懸
線
　
　
　
　
　
道
土
庄
内
海
線
と
の
交
点

か
ら
同
郡
内
海
町
神
懸
通

内
県
道
寒
霞
渓
公
園
線
と

の
交
点
に
至
る
区
間

一
　
の
表
２０
の
項
中
「
県
道
高
松
丸
亀
線
」
を
「
県
道
高
松
善
通
寺
線
」
に
、
「
か
ら
丸
亀
市
原
田
町
」

を
「
か
ら
善
通
寺
市
稲
木
町
」
に
改
め
、
同
表
２１
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２１

県
道
高
松
牟
礼
　
高
松
市
と
木
田
郡
牟
礼
町
　
木
田
郡
牟
礼
　
高
松
市
と
の
　
県
道
牟
礼
中

線
　
　
　
　
　
　
　
と
の
境
か
ら
同
郡
庵
治
町
　
町
　
　
　
　
　
境
　
　
　
　
　
新
線
と
の
交

内
竹
居
観
音
入
口
（
観
音
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
点

寺
奉
納
石
碑
）
に
至
る
区

間

一
　
の
表
２６
の
項
中
「
県
道
富
田
西
志
度
線
」
を
「
県
道
富
田
西
鴨
庄
線
」
に
改
め
、
同
表
２８
の
項
中

「
高
松
市
と
同
町
と
の
境
」
を
「
県
道
高
松
牟
礼
線
と
の
交
点
」
に
、
「
高
松
市
と
の
境
」
を
「
県
道
高

松
牟
礼
線
と
の
交
点
」
に
改
め
、
同
表
３６
の
項
及
び
４７
の
項
中
「
県
道
富
田
西
志
度
線
」
を
「
県
道
富
田

西
鴨
庄
線
」
に
改
め
、
同
表
５３
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

５３
の
２
　
綾
歌
町
道
　
綾
歌
郡
綾
歌
町
内
国
道
三
　
綾
歌
郡
綾
歌
　
町
道
馬
指
原
　
国
道
三
十
二

馬
指
烏
田
線
　
　
　
十
二
号
と
の
交
点
か
ら
国
　
町
　
　
　
　
　
線
と
の
交
点
　
号
と
の
交
点

道
三
十
二
号
と
の
交
点
に

至
る
区
間

一
　
の
表
５５
の
項
中
「
町
道
二
百
八
十
一
号
線
」
を
「
県
道
丸
亀
詫
間
豊
浜
線
」
に
改
め
る
。

一
　
の
表
１
の
項
中
「
塩
屋
駅
」
を
「
讃
岐
塩
屋
駅
」
に
改
め
る
。

二
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

指
定
区
間
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
称
　
　
　
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域

国
道
三
十
号
（
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
）
及
び
高
　
道
路
又
は
鉄
道
の
路
肩
か
ら
の
距

速
自
動
車
国
道
四
国
横
断
自
動
車
道
以
外
の
道
　
離
が
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
地
域

路
並
び
に
鉄
道

国
道
三
十
号
（
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
）
及
び
高
　
道
路
の
路
肩
か
ら
の
距
離
が
五
百

速
自
動
車
国
道
四
国
横
断
自
動
車
道
　
　
　
　
　
メ
ー
ト
ル
以
内
の
地
域

国
道
三
十
号
（
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
）
及
び
高
　
道
路
又
は
鉄
道
の
路
肩
か
ら
の
距

速
自
動
車
国
道
四
国
横
断
自
動
車
道
以
外
の
道
　
離
が
二
十
メ
ー
ト
ル
以
内
の
地
域

路
並
び
に
鉄
道

国
道
三
十
号
（
瀬
戸
中
央
自
動
車
道
）
及
び
高
　
道
路
の
路
肩
か
ら
の
距
離
が
百
メ

速
自
動
車
国
道
四
国
横
断
自
動
車
道
　
　
　
　
　
ー
ト
ル
以
内
の
地
域

金
蔵
寺
町
内

国
道
十
一
号

と
の
交
点

金
蔵
寺
町
内

県
道
高
松
善

通
寺
線
と
の

交
点

市
街
地
区

間
以
外
の

区
間
　
　

市
街
地
区

間



平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
印
刷
発
行

印
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発
行
所
　
　
香
　
　
川
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庁
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極
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五
百
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古紙配合率70％
白色度70％再生紙を使用しています

香
　
　
川
　
　
県
　
　
報
　
　
　
　
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

（
号
外
二
）

二
四

香川県報は、香川県ホームページにも掲載しています。
http://www. pref. kagawa. jp/

三
中
「
第
三
条
第
一
項
第
一
号
ア
の
表
」
を
「
第
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
　
の
表
」
に
改
め
、
「
道
路

で
」
の
下
に
「
区
間
を
定
め
て
」
を
加
え
、
「
県
道
五
色
台
線
」
を
「
次
の
と
お
り
」
に
、
「
第
三
条
第

一
項
第
一
号
ア
及
び
イ
の
表
」
を
「
第
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
　
及
び
　
の
表
」
に
改
め
、
三
に
次
の
表

を
加
え
る
。

名
　
　
　
　
　
　
　
称
　
　
　
　
区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

１
　
県
道
高
松
王
越
坂
　
高
松
市
と
坂
出
市
と
の
境
か
ら
同
市
大
屋
冨
町
字
満
ノ
尻
内
坂
出
市
道

出
線
　
　
　
　
　
　
　
満
ノ
尻
中
須
加
線
と
の
交
点
に
至
る
区
間

２
　
県
道
土
庄
神
懸
線
　
小
豆
郡
土
庄
町
馬
越
内
県
道
土
庄
内
海
線
と
の
交
点
か
ら
同
郡
内
海
町

神
懸
通
内
県
道
寒
霞
渓
公
園
線
と
の
交
点
に
至
る
区
間

３
　
県
道
寒
霞
渓
公
園
　
小
豆
郡
内
海
町
神
懸
通
内
県
道
土
庄
神
懸
線
と
の
交
点
か
ら
同
町
内
国

線
　
　
　
　
　
　
　
　
道
四
百
三
十
六
号
と
の
交
点
に
至
る
区
間
（
市
街
地
区
間
を
除
く
。
）

４
　
県
道
高
松
空
港
線
　
香
川
郡
香
南
町
内
高
松
空
港
か
ら
同
町
内
国
道
百
九
十
三
号
と
の
交
点

に
至
る
区
間

５
　
県
道
鴨
川
停
車
場
　
坂
出
市
高
屋
町
内
白
峰
橋
か
ら
高
松
市
と
綾
歌
郡
国
分
寺
町
と
の
境
に

五
色
台
線
　
　
　
　
　
至
る
区
間

６
　
県
道
五
色
台
線
　
　
県
道
高
松
王
越
坂
出
線
と
の
交
点
か
ら
県
道
鴨
川
停
車
場
五
色
台
線
と

の
交
点
に
至
る
区
間
（
高
松
市
の
区
間
を
除
く
。
）

７
　
香
川
県
道
路
公
社
　
高
松
市
と
坂
出
市
と
の
境
か
ら
同
市
青
海
町
内
第
一
青
海
橋
に
至
る
区

高
松
坂
出
有
料
道
路
　
間


